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明
治
の
大
合
併
で
で
き
た
地
名
②

　
地
名
に
は
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
ヒ
ン
ト

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
各
所
の
地
名
に

ま
つ
わ
る
由
来
な
ど
を
紹
介
し
「
い
わ
き
」

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　
前
号
に
引
き
続
き
、
村
名
採
用
の
経
過
を
紹

介
し
ま
す
。

○
古
い
地
名
や
通
称
名
を
採
っ
た
例

　
合
併
の
対
象
と
な
る
村
同
士
の
対
立
を
避
け

る
た
め
に
、
古
い
時
代
に
呼
称
さ
れ
た
地
名
や

通
称
名
が
、
折
衷
案
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

▼
草
野
村
＝
古
来
の
「
草
野
郷
」
に
由
来
　

▼
飯
野
村
＝
現
在
の
平
、
好
間
、
内
郷
を
含
ん

　
だ
古
来
の
「
飯
野
郷
」
に
由
来
　

▼
錦
村
＝
一
帯
の
郷
村
名
「
錦
庄
」
に
由
来
　

▼
山
田
村
＝
古
来
の
「
山
田
乃
里
」
に
由
来
　

▼
箕
輪
村
＝
一
帯
の
郷
村
名
「
箕
輪
庄
」
に
由

　
来

▼
大
野
村
＝
古
来
の
「
大
野
郷
」
に
由
来
　

○
付
近
の
川
や
山
、
浦
な
ど
の
地
形
的
特
色
を

　
採
っ
た
例

▼
夏
井
村
＝
夏
井
川
に
由
来
　

▼
赤
井
村
＝
閼
伽
井
（
赤
井
）
嶽
に
由
来
　

▼
玉
川
村
＝
平
安
時
代
の
歌
人
・
能
因
法
師
が

　
和
歌
で
詠
ん
だ
「
玉
川
」
に
由
来
　

▼
鮫
川
村
＝
鮫
川
に
由
来
　

▼
大
浦
村
＝
「
仁
井
田
村
」
を
予
定
し
て
い
た

　
が
、
す
で
に
使
用
し
て
い
る
村
が
あ
っ
た
た

　
め
、
地
形
的
な
特
色
か
ら
大
浦
を
採
用

　
こ
れ
ら
の
新
し
い
村
は
、
わ
ず
か
一
年
の
間

に
誕
生
し
、
現
在
も
多
く
が
地
名
と
し
て
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。
　

（
い
わ
き
地
域
学
會
　
小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を
お
持
ち
で
、
提

　
供
い
た
だ
け
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課

　
（
☎
22
・
７
５
０
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

あ

　か

　い

の
う
い
ん
ほ
う

し
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　３月11日、東日本大震災から７年を迎えま
す。千年に一度といわれる大地震や大津波、
さらには原発事故が重なり、当時、市民生活
は困難を極めました。
　その経験を踏まえ、まずは万が一の災害に
備え、防災訓練や避難訓練などを数多く実施
してきました。その際に課題となっていまし
た、要支援者を含めた方の自動車での避難に
ついては、来年度から分かりやすい看板など

を設置する事業を進めて対応してまいります。
　また、原子力災害や大規模災害を想定して、
市民の皆さんの広域避難先を確保することも
重要であることから、新潟市との間で災害時
における相互応援協定を締結したほか、福島
県と新潟県との協議を経て、原子力災害時の
西方面への避難先を確保しました。さらに、
１月29日には、水戸市をはじめ茨城県内の35
市町村との間で協定を交わすことができ、南
方面への避難先も確保することができました。
　３月11日は、犠牲になられた方々のご冥福
を祈る追悼行事などが市内各地で行われます。
午後２時35分からは、市主催の「平成30年い
わき市東日本大震災追悼式」をアリオスにお
いて開催します。多くの市民の皆さんのご参
加をお願いします。

こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

東日本大震災　
　あの日から７年

㉙

み
の
　わ

閼伽井嶽の中腹に位置する閼伽井嶽薬師〔明治時
代末期　真木隆四郎氏撮影〕

地
名
の
中
の

　
　
﹁
い
わ
き
﹂

地
名
の
中
の

　
　
﹁
い
わ
き
﹂

ま
す
。

　
ま
た
、
い
わ
き
お
て
ん
と
Ｓ
Ｕ
Ｎ
企
業
組

合
で
は
、
栽
培
・
収
穫
し
て
い
る
コ
ッ
ト
ン

を
、
イ
ギ
リ
ス
を
拠
点
と
し
た
化
粧
品
ブ
ラ

ン
ド
「
Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
」
が
作
る
風
呂
敷
の
素
材

と
し
て
採
用
し
て
も
ら
い
、
四
十
九
カ
国
で

販
売
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
支
援
を
受

け
て
、
い
わ
き
六
次
化
協
議
会
が
、
志
の
高

い
料
理
人
と
若
手
農
業
者
が
加
工
品
の
開
発

な
ど
を
行
う
「
い
わ
き
『
食
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
』
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
有

限
会
社
上
野
台
豊
商
店
が
中
心
と
な
っ
て

「
小
名
浜
さ
ん
ま
郷
土
料
理
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
展
開
し
、
サ
ン
マ
の
み
り
ん
干
し

や
ポ
ー
ポ
ー
焼
き
の
商
品
開
発
な
ど
、
付
加

価
値
を
高
め
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
産
業
の
活
性
化
で
新
た
な
地
域
の
創
造
へ

　
震
災
後
、
起
業
家
が
活
躍
す
る
と
と
も
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
事
業
者
が
、

復
興
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し

ま
し
た
。
一
方
で
、
震
災
の
経
験
か
ら
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
創
っ
て
い
く
」
と
い
う
誇
り
や
愛
情

が
芽
生
え
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
起
業
家
や
事
業
者
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思

い
が
加
速
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
が
連
携
し
て
、

新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

て
い
く
こ
と
が
、
産
業
の
活
性
化
や
、
震
災

を
乗
り
越
え
た
先
の
新
た
な
地
域
の
創
造
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
出
身
で
大
手
総
合
商
社
勤
務
の
経
験

が
あ
り
、
第
一
回
目
の
浜
魂
に
登
場
し
た
小

柳
正
和
さ
ん
は
、
起
業
し
て
株
式
会
社
ヘ
ル

シ
ー
ワ
ン
を
設
立
し
、
本
市
だ
け
で
な
く
全

国
の
医
療
機
関
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｔ
で
業
務
支

援
な
ど
を
行
う
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市
内
事
業
者

　
市
内
の
多
く
の
事
業
者
も
力
強
く
新
た
な

事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
み
ど
り
の
杜
福
祉
会
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
へ
の
就
労
支
援
と
し
て
ワ
イ
ン
の

醸
造
・
販
売
な
ど
を
行
っ
て
お
り
「
い
わ
き

夢
ワ
イ
ン
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い

○
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
方
が
起
業

　
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
か
ら
震
災
後
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
起
業
家
の
松
本
丈
さ
ん
は
、

平
成
二
十
三
年
十
一
月
に
古
い
ス
ナ
ッ
ク
街

を
、
復
興
飲
食
店
街
「
夜
明
け
市
場
」
と
し

て
再
生
さ
せ
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
に
は
地
域
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
人
材
を
発
掘
し
て
、
育
成
・
支
援
す
る

た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
を
設
立
し
ま
し
た
。
同
じ
く
Ｕ

タ
ー
ン
し
た
小
野
寺
孝
晃
さ
ん
と
共
に
、
同

法
人
の
事
業
と
し
て
、
平
成
二
十
七
年
か
ら

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出
イ
ベ
ン
ト
「
浜

魂
」
を
開
催
し
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る

ラ
ッ
シ
ュ

ハ
マ

コ
ン

も
り
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「新しい東北」復興・創生顕彰の受賞を喜ぶNPO法人
TATAKIAGE Japanの松本さん（左）と小野寺さん

コットン栽培のため東京など各地から集まったボランティ
アと市民の皆さん

未来を拓く
ひら

いわきの 地域の創造に向けて活躍
する起業家や事業者生 業

な　り 　　　　　　わ　い
vol.12


